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1 ■巧に鶴してただまがにと、 S ミのために£1ず約りくだをい 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をまをに正しくお使いいたださ、あな 
たや他の人々への危害や貞才産への損害を未然に防止ずるためじ、いろいろな絵表示を 
しでいます。その表示と意味は次のよラになつでいます。内容をよく理解しでから本 
でをお読みください。 


A 萄をとこの表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ 
/ • \ に3 可能性が想定される巧容を示しでいまず。 

A 巧ち この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ危険び想定 
Z-tA / こ El / でみ される巧容および物の損害のみの発をか’想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

(§) 


么記号は注意を促す巧容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場合は一般的なを意)か’描力、れでい 
ます。 

の記号は禁止の行為であることをちげるちのです。 

因の中や近傍に具体のな禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)び描か 
れでいます。 

敬記号は行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

國の中に具体的な指示の客(左図の提さは電源プラグをコンたントか 
ら巧いでください)び撒かれでいます。 




•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮舞性の高い油は、絶巧に使巧しないでください。 
乂災の原因になります。 


•外れ危険 i 

給排気筒（管、ホース）び正しく接続されでいるか 
点検しでください。 

外れでいると運転中に排ガスび室のに漏れで、危険 
です。 口 


♦給排気筒トップ閉そ<危険 

積雪び多いときには、給排気筒トップの周りび雪でド 
ふさがれでいないことを確認しでください。ふさび 
れでいるとぎは、除雪しでください。 

運転中に排ガスが室のに漏れで、危険です。 h 


参温風吹出口をふさがない た。 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさが'な 
いでください。 

巧類、紙などでふさぐと、乂災の原因になります。 。卜^ 




0 









♦スプレーち厳禁 爵 

殺虫剤などのスプレー击を温風のあたるところに放 0づぞろ二 

置しないでください。熱でスプレー宙の圧力び上がリ!簡 H グ 
り、爆発し、危険でず。 ^ 


•可燃性ガス使用厳禁 

ストーブ'を使巧しでいる部屋で、巧燃性ガスカタ発をするちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン)、スプレーを使巧しないでください, 
乂災や故障の原因になります。 



>力ーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近ブけないでくださし、。 
火災が^発をするおそれが^ありまず。 


♦給油時消义 

給ミをは、必す消乂しでから巧ってください。 
乂災のおそれびあります。 

こぼれたな油は、よくふき取ってください。 


側しないでください。 
異常燃焼のおそれが'あります。 . 

すみやかに運転ボタンを「切」にしでください。 


•温風に直接あた S ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 


•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒にまなど/ふ 
れないでください。 

やけどのおそれがあります。 


•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険でず。 


参指や棒を入れないで 

給排気筒トップに指や棒を入れないでください。 
けがや乂災の原因になります。 








A 注意 


•改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、本体の部や給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを取り付 

けむ/、でく十心さし、 

乂災や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 


参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりし 
ないでください。また、電源プラク'を扳くときは、 
コードを持つで引き抜かないでください。 

乂災や感電の原因になります。 


参電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグは、コンたントに根元まで確実に差し込んでください。 
また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使用しないでくださ 
い。 

乂災の原因になります。 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときは、電源プラグを抜いでください。 
乂災やず想しない事故の原因になります。 


♦電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラク'を抜き、读こりおよび金属物を陈去しでく 
ださい。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり火災の原因になりま 
す。 


♦変質灯油禁止 

変質な油、ちれたミを、水の混じっているなミ由などを使巧しないで 
<ださい。 

異常燃焼や故障のおそれカタあります。 


参な油の保管 

な油は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に 
保管しでください。ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤つで使用すると危険です。 








# 


2 •使用ずる場が 


安全に使用するために 



マントルピースなどには据がけないでください C 



0 


•摄高び1 500 m を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度か‘薄いため、燃焼に必要な空気か’不足します。） 
標高 500 m 〜1 500 m で使巧する場をは調整び必要です。 
(詳しくは、工事説明書(:高地で使巧の房©をご覧ください。 ) 



0 


♦温室、飼賣室、乾燥室などでは絶巧に使用しないでください。 



0 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁画 
に設置 


温風の循環を 
妨げないで 



け本気に接する窓の下や壁面に置くと、巧気か‘ス I ブで暖めら 
れ、温風としで巧流しますので効果的です。 


>温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 


障害物びを意崔;:;鄙量0温度にむらがで苦るばか0でなぐ， 
本化の温度がよ昇しで危険でず。 


•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください C 


じ; i 邸; 1 圳 



















13 •さ部のち祝 

夕欄図 















構造図 



操作部 





























燃料は、巧油 （ J 旧1君な油）を必ず使巧しでください, 

• 警告~1ガソリンなど揮発性の高い油は、 

絶測こ麵しないでください。 n ^) 

义災の原因になります。 

参！!么注意！密質巧油、巧れた';巧、水の混じ 
つでいる灯ミ由などを使巧しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 

♦[ A ミ主意 な油は乂気.雨が.ごみ.高温 
および直射曰光を避けた場所に保管しでくだ hA 
さい。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤つで使巧するとを険です 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(父の気のない巧で巧つでください。） 


〇 

な巧は 
めれたまま 



H 変質な油-不純な油とは 


ガソリンは 
すぐ乾く 



•極度に変費したものは、黄色味かかったり、すっ肌りこおいがします r 
參必ずな油巧のポリタンクをお使いください。 

参な油はシーズン中に使いきりましょラ。 


■変質なミ由や不純なミ由を使巧すると… 

•ミをの程度にをよりますが、燃焼不良をおこしたり、 
ストーブの損傷を早め、巧障の原茵になります。 
•化やごみか’送;'由経路に流れ逸み、燃焼不良や着义 
不良の原因じなります。 


I 后一変質な油や不純な油を使用したとさは， 
I お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナお客 
様ご相談窓 □ (聲表紙參照）じご連給ください。 


変質なミ由.不純なミ由か’原因で修理を依頼されたとぎは、保証期間中でを保証の対象がとな0ます。 
変質な油の処理でお困りの場合は、なミ由をお貫い求めの販売店じごす目談ください。 



4•ほ用前の準備 

料 



誦 








《公：ホ 
ザロ /出 

…… uiim" …I'…1,1 "… piHJ" •…,………… 画ム ',……… 

圍給油のま順とを意 



»| A を意1給測ま必ず消义しでから巧ってくだ 
さい。 

火災のおそれか’あります。 

こ ぼれたの■油はよくふきとつでください。 

参送ミ由バルブを閉じで給ミを□をはすし巿販の給油器 
具でなミ由を給ミ由しでください。 

ミ由量計の針び「満 J をさしたら給油をやめでくだ 
さい。 

給';をか’終ねりましたら、給油□にあるろ網を取り 
出しで水やごみを捨てでください。 

参給油□ふたは、確実に締めでください。 


H 灯油が'なくなると 

♦ご使南中、油タンク巧の巧なびなくなると、デジタル表示部(こ f £^ f 3または 、 f 4び表示され 
消乂します。 


•ミ由タンクを空じしないように注意しでください。 

■な;ぶか’なくなり、 f 表おびおた場含は、‘給ミをを、送油経路の空気抜きび必要となります。 
• 空気抜きをの再点火時に振動する揚合がありますび、異常ではありません。 


■送巧経路の空気巧ま 


•初めで使巧するときや油切れで f 表示か*でた場さは、ミ由タンクに給油した後に、送ミをバルブを開 
ぎ、空気抜さを巧ってください。 


空気巧ぎ用ねじを 
ゆるめる 


•な油び床にこぼれないよラオイルフイルターので 
に巧や、容器などを巧意しでください。 



mm 










給油 


S 麗 ! I! ょく振り 


参ゴム製送油管をよく振り、送ミを経路巧の空気おぎ 
を十分に巧って < ださい。 




空気巧き用ねじを締める 


♦空気が抜けオイルフイルターの中にな;'由が満たさ 
れたら空気抜ぎ巧ねじを締めでください。 


点乂前の準備と確認 

圓定油面器のたット 



♦初めで使巧するときやシーブン初めには、ス I -一 
ブち側面点検巧ふたのな巧の中に指を入れ、定油 
面器リじットボタン（ホ色）を軽く巧し下げでく 
ださし、。 

• リ它ットボタンは据イすけ時れシーズン巧めに操巧し 
ます。定油面器に強い衝聲をちえたり異常か’あったと 
ぎながは、特に操がする化要はありません。 

巧一着乂しなかったり、着火後2〜3分で消义しでし 
まラ楊合は、，リたットボタンを巧しでください。 

ほき巧び外れ、巧油がスムーズに流れます。） 



♦ストーブの据巧け時や長時間放置した後は、この 
リ iz ットボタンので側にあるスペーサを抜き出し 
でからリた、シトボタンをいちばん下まで1〜2度 
巧しでください。 

• なミ由流入□のゴム巧の固着が; n れでな油か’スムーズに 
流れます。 

長時間巧し続けると定油面器より油びあふれますので 
注意しでください。 


•スペーサは必ずちとどおりに取り巧けでください。 


圍送油経路の確認 

•油タンクや送ミ由管の接合部などから油漏れがないかどラか確認しでくださし、。 






点乂前の準備と確認 


a 電源の接続 

♦ I A ミ主意 1 輩源プラグは、コン iz ントじ根元まで確実に差し化んでください。 

♦ I A ミま意 1 電源プラグの抜き善しは、必ずプラグを持って巧ってください。 

♦ I A ま意 1 ほこりなどの付着がないか、ときどき点検.清掃をしでください。 

電源プラグ•コードの発熱.豬火を陪ぐために… 

•谭源は、必す適正配線された単相 100 V のコンたントを使巧しでください。 

•强源コードは、逸中で接続したり延長コードの使巧.他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

醒ストーブ周囲の確認 

♦ I A 注意 I 力ーテンや燃えやすいちのをおブけないでください。 

乂がが発ちするおそれびあります。 

圏気筒接続部の確認 

• 哈警告 I 給排気筒（管•ホース）び正しく接続されでいるか点検しでくださし、。 
がれでいると運転中にがガスび室内に漏れで、危険です。 


5■巧用方法 

点义 



送油ノツレブを開く 



運転スイクチをがし込む 


•油タンクの送油バルブを開きます。 


•室温がたツト温度よりおいとさは運転ランプび点 
ミ威し予熱を巧いまず。 



♦約90〜120砂後に予熱が完3し、目動点义します。 

このとき運転ランプは点灯に変わります。 

参点义しでストーブ巧が暖まり、約90砂後に温風び 
出ます。 


•点义時、放電音と同時に層义音を発しますが、異篱ではありません。 ' 

参童温がじツト温度より富いとぎは運転ランプか•点なし、点义動作は巧いません。室温の調節 (11 ぺージ)を巧っ 
でください。 


誦 








点乂 


* 初めで使巧される場合やオイルフイルタ-の空気抜きを巧った直後の点乂では、-度 
で着义しないことびあります。このよラなときは、運顧スイッチを巧しちどし、再度 
点乂操作をしでください。 

•初めで使巧されるときは、防歸ミ由や靈料などび焼けるため、煙やにおいか•出ることび 
あります。窓を開けで部屋の损気をしでください。 

•外気温び傾くなると、給排気筒のを端から連続的に白煙が出ることびあります。これ 
は排ガス中に含まれでいる水おか’凝結しで?心霖気になるためで、異常燃焼による白煙 
ではありません。 


室温の調節 


温度調節ボタ、ノを巧す が旨自画ボタンの趣昆)をがしで希望の温 

度に合わせでください。 


•ス I ブ内部のルームサーモたンサーじより、它ット 
溫度に脑じでき動のに义力調節および、じーブ消乂を 
巧います。 

•未じットの場を、じット温度は白動的に20でにたット 
されでいまず。 

•它ット温度は、5でから35でまでの範固でじットでき 
ます。 

•室温か" fe ット温度より約1で上昇すると自動的に消义 
(たーブ消火）し、たット温度まででびると自動的に再 
点义しで室温を調節します。 

•じット湿度び35でのとき I 高!^を1回巧すと連続弱燃 
焼(表示 Lo ) に 12 ットされ、さらに gg ) を1◎巧すと 
連続強燃焼(蒙/ち Hi ) にたクトされます。 

このとき t ーブ消义は巧いません。 

•云 • *信善あった場さでを、1分馳の停電であれ賄じットずるお、到まありません。 

•温度表示は、ルームサーモ t ンサー周迈の温度を感知しで表示するので、お部屋の温度 
計とは数値が一致しないことがあります。 


を1回巧すと現なの 
たット温度を表示し、さら 
に1回巧すと1で上昇しま 
す。巧し続けると運続しで 
切り替わります。 


/? / 


で 


逆 


巧 ► 



け低]を1回押すと現巧の 
じット温度を表示し、さら 
に1回巧すと1で下がりま 
す。押し続けると運続しで 
のり替わります。 


IEI 


で 


◄低巧 ► 



G 炎のが態） 


•がの状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎馈乂）がまじってち異常ではありません。 










風向調節 


風向は才ートルーバーにより自動的に左ちに動きます。またグリルにより上下ち向に調 
節でさます。 


画オートルーノ X —の使い方 


オートルーバーボタンを 
巧す 

オートルーノ 



♦オートルーパーボタンを押しでください。 

•才ートルーバーランプが点なし、送風び始まると 
ルー八一び自動蜘こ動きます。 

参才ートルーノトを止めると剖ま、再度才ートルー 
バーポタンを巧しでください。 

• 才ートルーパーか’動いでいるときに消义した場合は、 
送風の停止と同時にルーパーち自動的に停止します。 


S 上で方向の調節 
グリルを動かす 



•グリルの左ろを持ち、上下に動かしでお好みのち 
向に含ねせでください。 



•グリルの調節はスト-ブが厚!]:しで、おえでいるときに巧ってください。 





消乂 


運乾スイッチを巧しをどす 



•運転ランプは消なしまずが、燃焼室が冷却するま 
で燃焼巧-巧流用送風機は、運輯を継続します。 
•約6分後に燃焼室びち却され、燃焼巧.対流巧送 
風機び自動的に偉止します。 


♦[ a を意1;長期間留巧にずるどき【ま;泌ず電礁式ラグをコンじジトからおし、でくださし、。; 

卜^'':.'..;ん… ...... :::. 

. .•が出するときは、必す消义しでくださし、。 

消火操作後温風が出:でいる商は、絶巧に電源ブラグを旅かないでください。 


タイマーの使用方法 
■現在時刻の含ねせかた 



駭計る舍かの位置 



2 時刻ををわせる 


AM 

PM 

1 ? 

〇 

0 

00 . 


(時)時 It 洞節(分) 


参切換スイツチを「時計含せ」の位置にしでくださ 
い。 


• C 時 1 1分 ) ボタンをがしで、デジタル表示部の 
時刻ををわせでください。 

参ボタンを巧しつブけると、表示は連続しで変わり 
ます。 

一:…-.:.'.....… .. ... . 

•時刻を含ねせるときは、 AM . (午前 )、， PM (午後)をまち.’ 
: がえないよラ注意しでください。/ : 



























タイマーの使用方法 



「時計 J の位置にする 


参が換スイ、ジチを r 時計 J の位置にちどしでください。 
参これでたット完3です。 



: •■-■■.r - ! ■■占 .，；…… r 1ミ：；；；, . ... f -...: . ，一：： 

；•現を時刻じットをは、の換スイッチを必す「時計」 の；； 
. 位置に含ねぜでく.ださ.い。; T 時計台せ;か位置では時.^ 
計は止まったままになります。 / 

1：；： f ホじッ トの 場合、現在時刻は----を表示じます。 

: .... ...' ■ • ■ . . .：.... .. : i 


■タイマー時刻のをわせかた 


罗臨こマす-るさかの 



•切換スイッチを「タイマー合せ」の位置にしでく 
ださい。 

•現巧時刻の合わせ力すこと同様にしで希望のタイマ 
一時刻に合わせでください。 

’ •タイマー'時刻は、1度 t ットすれば記憶されます。 

,•タイマー時刻たット後は、切換スイッチを必す「時計」 
卜:の位置に合わせでください。 

. :♦末じットの揚含、タイマー時刻は有動的に AM 8:00( こ 
它ツトされでいまず。'‘‘ 


S 「時計 J の位置にする 換スィッチを「時計」のに圖こもどしでくださ 













タイマーの使用方ミま 


■タイマー運乾のしかた 

•タイマー運転 (タイマー時刻か’24時間が巧の場含) 


J 運疆スイッチを巧し这む 



P 巧約ボタンを巧す 


予約 プラス 



•ス I ブ運輯中からの場をは、運転スイツチを}申し这 
む必要はありません。 


参タイマーランプか’点なし、運転ランプか*消灯しま 
す。 

•タイマー時刻に到達すると点义を開始します。 

•予約ボタンを巧したとぎデジタル表示部（室温表示. 
設定温度表示）は消なし、燃焼中であれば、消义しま 
す。 


•プラスタイマー運転 (タイマー時刻力で4時間を超える場合) 



タイ7—運乾を巧ラ 
プラスボタンを巧す 

ホ約 ブラス 


•タイマー運転の1、 2の操作後ブラスボタンを巧 
します。 


♦プラスポタンを1回押すと+1曰ランプか’点なし、 
タイじツト時刻に24時間か*如富されます。 
•ブラスボタンを2回巧すと+2曰ランプび点なし、 
タイマー iz ツト時刻に48時間が加算されます。 





タイマーの使用方法 


•プラスタイマー運嚴の例 

•金曜日に t ットしで月曜日の朝8:00に点义させたいときは…… 

を醒 1 を曙] I 曰曜1 I 月曜 | AM 8:00 

L tr tr 

予約 十1曰 + 2曰 

ですので操作は、タイマー時刻を AM 8 : 0 0 にじットし、プラスタイマー運転でプラスボタンを 
2回巧し、 片2曰 I に合わせます。 

■プラスタイマ-運転では、タイマ- iz ット時刻+48時間を超えで iz ットはできません。 
つまり上記の例では、を曜曰の朝8 : 0 0な前にじットはでさません。 


H タイ7—運おの解除 
示約ボタンを再度巧す 


ホ約プラス 



参ず約ボタンを再度押します。 

参タイマーランプか*消灯し、タイマー運転か*解除さ 
れます。 

♦運輯ランプか’点滅または点なし、点乂を巧います。 


•このままであれば自動のに燃焼を開始します。 

停止する場含は、運隨スイッチを押しちどしでくださ 
い。 














このストーブには巧のよラな安を装置力*ついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点义操作をしなければ運乾は停止した 
ままです。 


まを装層 

原 因 K . ; 

が：; 狐 


巧震き動消义楽置 

( fS 表示) 

•班農（震度約 5 UU :) や強い 
振動、衝撃を受けた場さ、自 
動のに消火します。 

•地震によつで作動した場合、周囲の巧 
燃物、機器の損傷、迪漏れ、給排気筒 
のがれなど異常びないことを確認しで 
から点火操作をしでください。 

(作動後は、自動的に t ツトされます。） 

点乂安全装置 

炎監規装置 

.(に邱 •£ 惑凹表をお 

•ミを巧れしたとき 
•点义云スをしたとさ 
•途中失火したとき 
•異常燃焼したとき 
に自動的に消乂します。 

•曰常の点検’字入れり8〜22ぺ-ジ参照） 
をしでから点火操作をしでください。 
•なおち異常か‘ある場さは、お買い巧め 
の販売店にご相談ください。 

停電まま装置 

(医豆表示) 

•停電びあったとぎ 
•電源プラグか‘巧けたとさ 

• 逼輩後、点义操作をしでください。 

• 電源プラグを確認しでくだちい。 

過熱防止装置 

.. .(表术部を消な) 

•' '' ■ . ' ： :し.. . ： .. 

中''が' i ' i '. が'‘';::;;.:;:.:::二':…:':;;.'' J .' 

♦前フィルター-下フィルター 
や温風吹出□じほこりか’つま 
っでいる場さ、き動的に消乂 
しまず。 

• 前フィルター’下フィルターや温風吹 
出□の掃除をしでから点乂操作をしで 
ください。 

•処置をしでち繰返し作動ずるとぎは、 

一旦、遷輯スイツチを押しちどしで(消 
乂しで)からお買い求めの販売店にご 
相談ください。 

その他の装置 

装置の名称 

m ■田— 

処置を诺 

尺:； ; 

----- : 

排気管おけお知装置 

(医豆)表示) 

• 排気管の接続部が外れたとさ 

• 排気管抜け検知用1」 ー ド線び 
がれたり、断線したとき 

•排気管巧け検ミ 
たは、外れ- 
ださい。 

ねじ一 ~ 

の巧リード線のゆるみま 
のれがないか禮認しでく 

排気□キャップ 

排気管巧け / 
^檢知巧リード線// 

過電流荫止装置 (目お) 

(表示部を消な) 

•巧部配線のショートにより過 
電流が流れたとき 

•ショートの原困を取り除ぎ、電流ヒユ 
ーブを交換しでから、点义操作をしで 
ください。 

























































給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周國の点檢 


(1 シーズン1〜2回) 


給排気筒のつま0 
〇リングの破損 



♦シーズン初めには必ず点検し、くちび窠をつくっ 
たり、異物び入ったりしでいるときは必す掃除し 
でください。 

• 給が気筒か’つまると不完全燃焼をおこします。 

♦給排気筒を一度取りはすしで、再び取りつけると 
きは、排気管の接続部内部にはめこんである〇リ 
ングか’破損しでいないか確かめでください。 

•破損しでいた楊台は、お買い求めの販売店にな換をの 
頼しでください。 


前フイルター • 下フィルターの掃除 


(週1回队 h ) 


前フイルター、下フイルターを外しで掃除機または、ブラシできれいに掃除しでくださし、。 




1•下パネルの両側の上部を持ってま前に引いで外し 
でください。 


2•前フイルターをかし持ち上げ、下側をま前に引い 
でがしでください。 


3.下フイルターをま前に引いでタルでくださし、。 


4•掃除機または、ブラシできれいに掃除しでくださ 
い。 


— •前フイルタ-、でフイルタ-にほこりがたまると、温風量がかなくなり暖房出でが低下 
し、ストーブ巧の温度び上昇しで過熱防止装置び作動する原因になります。 






油タンクの水抜き 


(1 シーズン1〜2回) 


油タンク内にかか了こまると、かグージのな油とかの境界面に巧色の泻寺か*還き上力 《 ります。 
(別売 TC -40!< 妝'をタンクの場含） 


J 淳さの点検 




なな 
巧寺 
化 

化を巧< 


?火巧夏 
バルブ 



参潭さび恐き上びつでいたらか抜きを巧ってくださ 
い。 


•水巧ぎバルブのでに容器を置さ、か抜草バルブを 
少しゆるめると油タンク内のかか‘出で、恐寻カリ兜 
みまず。水を抜いたらか抜ぎバルブを固く締めで 
ください。 

参か抜さ後は、油漏れか‘ないか必す確認しでくださ 
い。 


€ E 1 D •油タンク咖こは、？がごみびたまりやすく、をくたまるとスト-ブのちへ流れ出し、 
なミ由の流れを俯げで十分な火力が出なくなります。ときどきかグージの点検を巧って 
ください。 


オイルフィルターの 掃除 
J 送巧パルブを閉じる 


(1 シーズン1〜2回) 



蘇すレタ-カッブ 



フイル ター 
フイルター カップ 


参フイルターカツブの下にミ由受けの容器を置いでく 
ださい。 

参フイルター カ、 シプを外し、水やごみを捨てでくだ 
さい。 













(週 1 刚 


通風吹出口の掃除 

やねらかいなでぶき取る •ホがゃ温風吹出□のちれは、ホ体び冷ぇでから、 

しめらせたやわらかぃ巧でふさ取ってくださぃ。 

• しつこいちれは中牲洗剤を使巧し、十分からぶぎしで 
ください。 


•グリル、ル-バ-を脚ブたり、変あさせないようを意しでください。 



のぞを窓の透明度が悪くなっ たとを お買いおゆの販売店に依頼して ください。 

のぞさ窓の透明度力《悪くなつたとぎは、巧のよラに掃除しでください。 


J 前パネル、遮熱おをはずす 



のぞぎ窓をとめでいる •かし水を含ませた巧でのぞさ窓をふいでください。 


ナット2個をはずす 



.■ねじ部は常温になつでから外しでください。 

•ちとどおり、巧一にねじを締め、固定しでください。 
•のぞき窓をがしたときは、パッキンを新品と交換しで 
くださし、。 


熱交換器の点検 


(1 シーズン1〜吕回) 
お買し、求めの販売店に依頼してください。 


熱交換器の内部にすすび異常にたまりますと、不完を燃焼の原因となりまず。 


•異常燃焼びおこつた場合には、バーナの点検とあわせで熱交換器の点検を、お買い巧めの販売店にの 
頼しでださい。 


地震などの災害び発生したとをの点検について 


地震などの災害か*発生し、製品に振動や衝撃か*加わったとさは、運転前に必ず夕の点検 
を巧っでください。 

•給排気筒固りのがれ、漏れの確認 
• な油配管からの漏れ確認 

点検で異常か‘見つかつた場含は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 











消义しでちミ显風び出でいる。 


本化内部カリを却するまで送風を継続します。 


巧の中にときどき巧乂か’混じる。 


異常ではありません。 


現 


象 


初めで使巧するとき、煙やにおいカタでる。 


初めで使巧するときや、シーズン初めの初 
使巧時に、点义しない。 

点义しでを2〜3分で消义しでしまラ。 


日ち 


耐熱塞料やほこりなどか‘焼けるためです。 
しばらく窓をあけで換気をしでください。 


送ミ由経路內の空気抜さをしでください。 

(8 〜9ぺージ参照） 

定油面器リ它ツトボタンを亡ットしでください, 
(9 ぺージ参照） 


運起スイツチを巧すと運隨ランブびな0し、 
点义動作に入らない。 


じット温度より室温か‘高いので、呂動のに它ーブ消义 
を巧つでいます。 

設定湿度を高くじットすると扁乂動作を開始します。 


そ 

の 

他 


が気湿びほくなると、がガス中に言まれでいる水分び 
凝結しで水霖気になるためで、異常燃焼による白煙で 
はありません。 


消 

义 

時 


燃焼開始時や消义をに f ピチピチ」といラ 
音びする。 


本体内部か’熱により勝張、収縮するためです。 
異常ではありません。 


点义しでちすぐ温風がおない。 


不快な巧風を化さないためであり、本体巧部力*暖まる 
と温風力、’自動的に吹さ出でぎます。 


■ 9 •就!点巧 

定期点検に関するミち意 


長期間ご使巧になりますと、機器の点検力 《 必夏です。 

♦ 2 シーズンに1回程度、シーズン終3後などに、お買い上げ店または修理資格者〔(財）日本石油燃 
焼機器保守協含 （TEL 03-%99-292ので巧う技術管理講習を修3者 （5 油機器技術管理±)など〕 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


B 10•故障 • 異常の見かけ方と処置方法 

なのよラな現象は巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


燃焼時 


点义時. 


給排気筒の先端から連続的に白煙か’出る。 



















•なの表にちとづいで、をラー度お確かめください。 

•処置ち法により処置しでを良くならないときは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 


\ 現 象 

原 因 

湿 

転 

フ 

ン 

ブ 

ぴ 

為 

巧 

し 

な 

し、 

巧 

义 

し 

な 

い 

巧 
用 
を 
ミ肖 

お 

す 

る 

巧 

乂 

i 

を 

る 

巧 

が 

大 

ぎ 

< 

な 

ら 

な 

い 

な 

署 

た 

で 

で 

樹 

无 

る 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

巧 

漏 

れ 

が 

お 

る 

ン 

ブ 

が 

を 

で 

消 

な 

す 

る 

処置ち巧 

堀源ブラグびコン它ントに達し这まれでいない 

• 








• 

コンたントに摇実に萬し迅む 

博晒中である 

ご 

■ 

■ 

圍 

■ 

■ 

■ 

■ 

n 

通埋されるまで待つ 

巧お白取)ミ肖义裝圃び巧翻した 

1 

1 

D 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

r 地®などの巧害び凳生したときのお検についで J の 
巧検頂白を確顔し、運輯ポタンを巧しなおし、再な义 
ずる 

なミ由経路接続部びゆるんでいる 

■ 

■ 

■ 

■ 



□ 

□ 


販売巧に修理を巧頼ずる 

巧タンクに CTi 由びない 

■ 

□ 

□ 

■ 






給泌する 

をミ由経路に望気だまりびある 

■ 

□ 

□ 

■ 






送;’由経おの空気巧ぎをずる 

定油面器にかまたはごみびたまっている 

■ 

曰 

□ 

■ 






ストレーナをかしで描除する 

不良な化を使巧しでし、る 

■ 

□ 

■ 

■ 






良質の灯油を使巧する 

ち油経路に化またはごみ力< たまっている 

■ 

□ 

□ 

■ 






送’； a 経路のか巧き、オイルフィルターの捕巧をする 

が気管の配菅わ<長い、なびり窗巧ヴ妄い 


■ 

■ 

口 






延長 3 m 、 巧びり3窗巧な下にする 

給気ホースびがれでいる 

■ 

■ 

■1 

■ 






確実に接続する 

おが気窗の巧端びふさびれでいる 

■ 

■1 

〇 

口 






ぶさいでいるをのを取り除く 

排気管の接続剖に 

スキマびある 

■ 

■1 

■1 

■ 



旦 



接続窗巧に正しく巧りはける 

週熱妨止装固び 
個助した 

前フィルター、でフィルター 
が邑ブまりしでいる 

a 

0 

0 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

D 

フィルターを巧し描餘する 

ミ忌風のお□が/をさがれでいる 

□ 

口 1 

口 1 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

嗎富物を巧〇餘く 

が気營巧け検知装歷のが取） 

( E 0 表示） 

1 

日 1 

日 1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

が気営のを続部およびが気営巧け検知巧リード線の 
接綺部のパれびないかなおし、幻れでいたら、正し 
く接続する 


自己診断 モニター 


デジタル表示部に f 表示されたときは、運転スイッチを巧しもどしでから、で記の処置 
をしでください。 


点义時および燃辭む肖义 

國國國 

巧震自動消义装置の作動 


•ミ由タンクにミ由か’入つでいるか確認後、定油面器のリじ 
ットボタン（巧色）を軽く巧しでげでください。 
それから再度点乂操作をしでください。 


♦巧震白動消义装置か>作動し、運輯を停止しました。 
•周囲の点検•確認後、点火操作をしでください。 


•燃焼中じ停電し、再通電しですぐに点乂操作を巧うと lEll び表示される場合があります。 
この場合は再度点乂操がをしで < ださい。 


•その他の f 表示や処置後ち f 表示するとさは、お買い求めの販売店じご相談ください。 



















お^’ 



1•巧品巧慎のしかた 


® 不完をな修理、調整は危険でずので、部品の巧換、調整カタ必要な場含には、お 
買い求めの販売店または、修理資格者〔(お)曰本扫油燃焼磯器保巧協含で巧ラ技術管理 
講碧舍修了着（扫油機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は〕 D ナ純正 SIS 品とご指定くださし、。 


•純圧部品ながの部品をご使思になりますと、性能び十分に発揮されないぼかりか、器具を 
損傷したり、思わめ事故の原因となります。 


圍12■ほ管(長巧問巧用しなぃ場を） 

おしまいになるとぎは、曰常の点検•ま入れの頃を参照し、なの養領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

参么注意！長期間使巧しないときは、電源プラグを抜いでください。 

2•前フイルター•下フイルター•温風峽出□の掃除をしでください。 

(19 • 22ぺージ参照） 

3 •油タンクの送油ノリレフ''を閉じでください。 

4•オイルフイルターと定油面器ののな巧を巧き取ってください。 

に〇〜 21 ぺージ参照） 

5•本化のごみやほこ0を取っでください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6 •本化をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7 •ストブにほこりがたまらなし、よう、適尝なカバ-をかけでくだミい。 

参ス I ブを巧りがしたときはポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に、横倒しにしないよラに 
保管しでください。 

お因画:.’.•搞排気筒を纖たと潍領【論り愤 ：) •たスリ-ブはそのままにしで、;;室制則と室州則 
^の両方の巧にスリーブふたをねじ止めしでください。. 

* 取扱説明書は大のに保曽しでくださし V 













種 



類 

点 

乂 

ち 

式 

使 

巧 

燃 

料 

燃 

焼 

が 

態 



標華適室 


(入力) 


率 


力 


局 


温暖地 


寒冷地 



定格消費電力 


電源電圧及び周波数 


点义恃最大 


燃焼時 


給排気筒の呼び径 


給排気筒の壁震通部の孔径 


排 


電 



その他の装置 



_ FFP- 150 0A 


_気化式-強制給排気お.強制巧流お 


_ 高圧放電点乂 


_ な油 （ J に1号な油） 


ル 


_ 1.96L/h 0.94 L ル 


67,600 kJ/h (16,1 日 Okcal/h) 32,440 kJ/h (7,750kcal/h) 


_ 93% _ 94% 


17.4kW 62,790 kJ/h(l5,OOOkcal/h) 8.49kW 30,560 kJ ル (7,300l<cal ル ) 


_ 94% (最ル燃焼時） 


_ 93% (最大燃焼時） 


木 造 71 m 2(43 薑)まで 

_ コンクリート 99 nf (60 薑)まで 


木 造 76nrf(46 置)まで 

コンクリート 119nf(72 置)まで 


_高さ 1790 mm 憾 556mm 奥巧 488mm (置台を含む） 


_ 63 均 


_ 単ホ目 T00V 己日/ 60Hz 


880/895W 


157/1 SOW 


— • _ D49 


_ ホ 85 關 


__ 260 でむ下 


_ 管おヒューズ 5A 


巧震自勤消火装置‘点火まを装置.お監視装置.停電安全装置. 
過熱防止装置 


排気管抜け検知装置-過電流防止装置 


置台1個、コ r ム製送油管(締巧を具2個が）1本、給排気筒1たット、 
給が気筒パッキン1個、ストッパーリング2個、スリーブ1たット、 
スリーブノスッキン2個、給気ホース1個、締イ寸バンド2個、メスオ 
スエルボ1個、エルボカバー1個、本体固定を具2個、スリーブふ 
た2個、絶縁テーブ巧 0 X 270) 1枚、アルミテープ (20 x 50) 2枚、 
木ねじ4本、ルねじ （4 X 12)6 本、ビニ帯(灰)2本、工事説明書1枚 












































外形寸法図 
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ノ X — ナ它ツト気化筒定;巧面器堪磁ポンプゴム製送油管ち油バルブ 


IBI 































14 •ア フターサー ビス 

保証について 


♦このコ□ナ密閉な石ミ由ストーブにはな証書力《ついでいます。「お買い上げ曰.販売巧ち」などの記入をお滔 
かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 

参保証期間はお買し化げいただいた曰から1年間です。 

♦なのよラな原因による故障および事故【こつきましでは、保記の巧象になりませんのでを意しでくださし、。 
■変質な巧や不純な迪など、またなミ由が外の燃料使巧による巧障や事故。 

■誤った使用ち法によるが障や事故。 


修理を依頼されると きには 

•本書の r 故障-冥葦の見かけ方と処置ちま」に 3. 24ぺージ参照）の項にがって調べでち良くならないとぎ 
は、電源プラグを抜いでお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓 □ (裏表紙参照）にご 
連絡 < ださい。 

•保証期間中であれば保証書の規定にがって無料修理させでいただきます。 

■保証期間び過ぎでいるときは P 品^ . ■補修南梗結か保脅 iHi;... 

:•お買い巧めの販売店にご相談ぐださい。 *5 油ストーブの補修巧性能部品（機能を維持す 

修理によっで使巧できる製品についではお客様 るために必要な部品）の保有期間は製造なちの 

.のご要望により育料修理いたします。 .. り後7をです。" I 



15■据巧け 


据付け場所の選定および標準据付け例 


参据巧けについでは、乂がす防条例、電気設備に関する技術薑華など法令の基準か*あります。 

工事説明書の「安をのために必ずお守りください（特にま意しでいただきたいこと）」をお読みに 
なり、販売店または据巧け業者とよくご相談しでください。また、「標準据巧け例 J についでは、 
29ページを参照しでください。 


























標準据付け例 


〈正面〉 護^ 

60 cm な上 



( F - S 0 巧:則巧が巧） 


据付け後の確認 


•据巧けび終わりましたら、をラー度、工事説明書の「安をのために必すお守りください（特にを 
意しでいただきたいこと）」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられで 
し、るかどラかを確認しでください。 







或運車石 


試運転は販売店または据巧業者とご一緒に必す巧ってください。 

圓運輯準備 (詳し < は7〜10ぺージ参照） 

1.油タンクに絡油し、送油パルブを開き、ち油経路巧の空気あま 
をしで < ださい。 

2 •ストーブ側面の水平器で、が平に設置されでいることを確認し、 

定油面器のリ t ツトボタンを程く巧しでばでください。 

3 •ストーブの置台の上や送油管の接続部に、油だまりや油漏れが 
ないか確かめでください。 

4•運転スイツチび（停比〕になっでいるか確認しでください。 

•運転スイツチを〔運輯〕のまま電源プラグをコンたントに善し这むと、 [ Fri が表示されます。 

5 •電源プラグをコンむントに差しをんでください。 

♦ ミ主意 I 電源プラグはコンじントに根元まで礎実に差し化んでくださし、。 

9 運 輯 (詳しくは 10 〜 1 目ぺージ参照） 

1•運輯ボタンを巧しでください。 

•運転ランプび点滅し、ず熱を巧います。 

参約90〜120砂後に点义し、運乾ランプか‘点口に変わり燃焼ランプか•点の•します。 

•点乂後約90砂後に巧流巧送風機びまわり温風び出ます。 

■初めでお使いになるときは、耐熱塞料が焼けで煙と養いび出ますので換気をにくださ 
い。 

2 •運転スイツチを押しちどしでください。 

参運輯ランプ、燃焼ランプび消なし、消义します。 

•本体内部力ぐ冷却するまで送風を継続し、約6分後に停止します。 
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お客様ご相談窓口一覧表 I 

修理サービスや製品についでのごホ目談は機種ちをご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□(こご依頼ください。 

ご輯居やご贈営品などでお困りの場さは、下記のおおくのお□にご相談ください。 

ち称、巧を地、電話室号は、愛更ずる場さびありまずのでご 3 萬ください。 
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